
感染症メモ

東京都全体での流行状況

小笠原での流行状況

感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第41週（10月13日 から 10月19日まで）

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎、COVID-19の報告がありました。

感染性胃腸炎の報告が6件ありました。

母島

父島

特別な感染症の報告はありませんでした。

令和7年10月14日発行

感染予防の基本は手洗い

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第40週（10月6日～10月12日）

【警報・注意報】
なし

【ピックアップ】
★増加しています

・インフルエンザ

（定点患者報告数 3.30 ）

★前週より増加

・A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

（定点患者報告数 2.01）

・百日咳

（累計報告数 6,261例）

・感染性胃腸炎

（定点患者報告数 4.47 ）

習慣にしよう！

今年のインフルエンザ予防の基本はワクチン接種。流行
前に接種することで重症化や合併症のリスクを減らせます。
手洗い・咳エチケットも重要で、外出後や食事前には石け
んでしっかり手を洗いましょう。咳やくしゃみが出るとき
はマスク着用やティッシュ・袖で口を覆う「咳エチケッ
ト」を徹底してください。室内は定期的に換気しましょう。
十分な睡眠とバランスの良い食事で免疫力を保つことも大
切です。流行期は人混みを避け、必要に応じてマスクを着
用しましょう。発熱や咳などの症状が出たら、無理せず早
めに医療機関を受診し、学校や職場では速やかに報告・休
養を。みんなで基本的な予防策を徹底し、インフルエンザ
の拡大を防ぎましょう。

10/6 差し替え予定

10/6
差し替え

予定

今年は“秋インフル”に要注意！

2025年は例年よりも早い流行のピークが報告されており、
全国的に患者数が増加傾向です。高齢者施設や学校、職場
などで集団感染の事例も見られています。
■ 最近のトピックス早期流行・患者増加：2025/26シーズ
ンは例年より流行開始が早く、報告数も増加傾向。ワクチ
ン接種推奨：日本ワクチン学会は「インフルエンザワクチ
ン接種を強く推奨」と公式声明を出しています。特に高齢
者や基礎疾患のある方は早期準備が重要です。新型コロナ
との同時流行：新型コロナウイルスの変異株流行も続いて
おり、同時流行による医療逼迫が懸念されています。
■ インフルエンザを防ぐためにできること
1. ワクチン接種予防の基本はワクチン接種です。流行前

に接種することで重症化や合併症のリスクを大きく減
らせます。今年は3価ワクチンが主流。高齢者、基礎疾
患のある方、妊婦、乳幼児は特に接種を推奨。

2. 2. 手洗い・咳エチケット外出後や食事前、帰宅時は石
けんでしっかり手洗いを。咳やくしゃみが出るときは
マスク着用やティッシュ・袖で口を覆う「咳エチケッ
ト」を徹底。

3. 3. 室内換気・加湿ウイルスは乾燥した環境で広がりや
すいので、定期的な換気と適度な加湿を心がけましょ
う。

4. 4. 体調管理・十分な睡眠免疫力を保つために、バラン
スの良い食事・十分な睡眠・適度な運動を意識しま
しょう。

5. 5. 人混みを避ける・マスク着用流行期は人混みを避け、
必要に応じてマスクを着用することで感染リスクを減
らせます。6. 早めの受診・報告発熱や咳、全身倦怠感
などの症状が出たら、早めに医療機関を受診しましょ
う。学校や職場では、感染が疑われる場合は速やかに
報告・休養を。

〜  例年より早く流行入り今年のインフルエンザは、例年より約2か月早く流行入り。すでに学級閉鎖
が全国各地で報告されており、東京都でも9月末から患者数が急増中。南半球（オーストラリアなど）で
の流行が早かったことが、日本への波及を早めたと考えられている。 [東京都感染症週報 |...都感染症情
報センター]  過去の「早すぎインフル」事例2019年：9月上旬に学級閉鎖（愛知県）2023年：8月末に
流行入り（福岡県）2025年：今年は9月第4週に流行入り（全国）気温の乱高下や換気不足、免疫ギャッ
プ（コロナ禍で流行がなかった影響）などが背景にあるとされる。  今からできる予防対策1. ワクチン
接種（10月〜11月が理想）→ 発症予防効果は約40〜60%、重症化予防は約50〜70%。→ 高齢者・基礎
疾患のある方・乳幼児は特に重要。 [東京都感染症週報 |...都感染症情報センター]2. 手洗い・うがい・マ
スク→ 飛沫・接触感染の基本対策。3. 換気と加湿→ ウイルスは乾燥を好む。湿度50〜60%を目安に。4. 
体調管理→ 睡眠・栄養・休養で免疫力を維持。

インフル 、

もう来てル

① 今年の傾向：2025年のインフルエンザは早期流行型今年のインフルエンザは例年よりも早く、9月末から流行が始まっている
のが特徴です。特に小児を中心に感染が広がっており、すでに学級閉鎖が各地で報告されています。 [無印医師が解説する「...ひ
ろつ内科クリニック], [2025年インフルエ...横浜のクリニック解説] [2025年インフルエ...横浜のクリニック解説]南半球（オース
トラリア）での流行状況を踏まえると、A型（H1N1・H3N2）とB型（山形・ビクトリア系統）の混合流行が予測されており、
厚労省はそれに対応したワクチン株を選定済みです。 [2025年インフルエ...横浜のクリニック解説]ワクチンの発症予防効果は40
〜60％程度ですが、**重症化予防効果は50〜70％**とされており、特に高齢者や基礎疾患のある方、小児には接種が強く推奨さ
れています。 [無印医師が解説する「...ひろつ内科クリニック]② インフルよもやま話：知っておくと話のネタになる雑学インフ
ルエンザの語源は「影響」（ラテン語の influentia）。16世紀のイタリアでは星の動きが病気を引き起こすと考えられていたた
め、「星の影響で病になる」という意味で「インフルエンツァ」と呼ばれていました。 [インフルエンザの雑学...｜養命酒製造株
式会社]インフルエンサーとインフルエンザは語源が同じ。「社会に影響を与える」という意味では、ウイルスも情報も似たよう
なもの…かもしれません。 [インフルエンザの雑学...｜養命酒製造株式会社]インフルエンザは熱に弱い。体温が38〜40度に上が
るのは、ウイルスの増殖を抑えるための自然な防御反応です。 [【朝礼ネタ】インフル...解説】 | ハチログ]鳥インフルエンザは
人にも感染することがあるが、日本では加熱調理された鶏肉や卵から感染した事例は報告されていません。 [インフルエンザの
雑学...｜養命酒製造株式会社]「治癒証明書」って本当に必要？ 医師によると、インフルエンザが治ったことを証明するのは難し
く、無症状でもウイルスを持っている可能性があるため、企業や学校の「証明書要求」は見直すべきという声もあります。 [10 
インフルエンザ...ほぼ日刊イトイ新聞]③ 備え：今からできる予防と対策基本の予防策ワクチン接種：10月〜11月がベストタイ
ミング。流行前に免疫をつけておくことが重要。手洗い・うがい：石けんで20秒以上、帰宅後や食事前に習慣化。マスク着用：
人混みや公共交通機関では必須。鼻までしっかり覆うこと。加湿と換気：湿度50〜60％を保ち、空気中のウイルスを減らす。十
分な睡眠と栄養：免疫力を高めるために、ビタミンC・D、亜鉛、たんぱく質を意識した食事を。家庭内での工夫ドアノブやリモ
コンなどの共用物の除菌。タオルや食器の共用を避ける。感染者が出た場合は個室隔離と看病者の限定。もし感染したら発症か
ら48時間以内に抗インフルエンザ薬を使用すると回復が早まる可能性あり。高熱・呼吸困難・意識障害などがある場合はすぐに
医療機関へ。

今年のインフルエンザは例年よりも早く、9月末から流
行が始まっているのが特徴です。特に小児を中心に感
染が広がっており、すでに学級閉鎖が各地で報告され
ています。

流行入り・ピーク時期が早まる傾向一部地域では例年より早く定点医療機関あたり報告数が上昇し、流行入り
が前倒しされた可能性。例えば福岡県では、8月末時点で定点報告数が流行開始目安を超え、例年より2か月以
上早い流行入りとする報道もある。ふくろう訪問クリニック全国的には、インフルエンザ流行レベルマップも
例年より早めに注意レベルに達する地域が出ている。国立健康危機管理研究機構+2国立健康危機管理研究機構
+2ただし、すべての地域で早期流行というわけではなく、地方・気候条件・人口動態で時期差がある。2. A型
優勢、B型の動きは遅め検出ウイルス株を見ると、A型ウイルス（特に A(H1N1)pdm09 や A(H3N2)）が主流。
東京都レベルでも、2024/25シーズンで A型が多数を占めている。東京都感染症情報センターB型、特に
Victoria系などは後半に増加する傾向で、流行の後半期で注目される可能性。国立健康危機管理研究機構+2東
京都感染症情報センター+23. 感染の広がり・発症傾向の変化大人／働く世代から発症が先行するケースが報じ
られており、学校〜家庭への波及が目立つという観察もある。ファストドクター胃腸症状（腹部不快感、吐き
気）を伴うケース・症状の多様化を指摘する声も見られる。ファストドクター熱発や全身症状を伴う典型的な
インフルエンザ像と併行して、発熱が緩やか・症状軽度で始まる例も散見されるという報告も。4. 受診者数・
医療負荷既存の定点医療機関報告数ベースでは、前季比でかなり上昇した地域もあるとの見方がある（ただし、
受診行動の変化も影響するため注意）。ファストドクター+2国立健康危機管理研究機構+2流行ピーク期には、
保健所対応、学校・施設での集団発生対応が例年以上になる可能性も。5. 新ワクチン設計・株選定の変化
2025/26シーズン向けワクチン設計では、世界的なウイルス分布・変異株動向を踏まえて株選定を行っており、
地域間で株適合性に差が出る可能性。また、近年はワクチン株と実際の流行株の一致性（抗原適合性）がワク
チン効果を左右する。ウイルス変異速度も注目すべき要因。今後のリスクと見通し以下は、これから冬〜春期
に向けて注目すべき点とリスク要因、および対応上考えておきたいこと。リスク要因・不確実性要因
 内容 意義・影響免疫ギャップ コロナ禍等でインフルエンザ流行が抑制され
た時期があったため、集団免疫レベルが相対的に低下している可能性 感受性人口が増えうるウイル
ス変異 年次ごとの抗原変化や突然の変異株出現 ワクチン効果低下、予測困難性上昇地域ごと
の季節変動 気温・湿度・換気習慣などの気候要因 北部・寒冷地と南部・温暖地で流行ピークや
強度がズレる可能性他のウイルスとの相互作用 新型コロナ、RSウイルス、ものによっては共感染・混合流行
 医療資源の分散、診断・鑑別の複雑化行動変化・予防行動の定着度 マスク・手洗
い・換気などの実施率の地域差 感染拡散を抑える鍵になる見通し・予想シナリオ冬期（12〜2月）には、A型
ウイルス優勢で大きな波が来る可能性が高い。ただしピークは例年よりやや早まる可能性も。B型ウイルスは
後半（2〜4月）に比較的影響を及ぼす可能性あり、特に学童層・学校集団で注意。流行継続期間が長めになる
可能性、波の複数回の山を描くケースも否定できない。地方とのズレが出る可能性：都市部・南部で先行し、
寒冷地で後追いで波が来るという地域差。対策上の示唆早期ワクチン接種促進 流行開始前、比較的早めにワ
クチンを打ってもらうこと。特に高齢者、基礎疾患保有者、医療・福祉従事者、学校関係者など優先。モニタ
リング強化 定点報告、ウイルス検出、学校／施設での集団発生報告を早期にとらえ、警戒ラインの設定を見
直す。柔軟な流行対策体制の確保 保健所・公衆衛生部門での対応要員、診療体制、PCR／迅速検査体制の準
備、予備資材備蓄などを確保。公衆啓発・予防行動定着 マスク着用、手洗い、咳エチケット、換気の徹底、
正しい知識の普及を続ける。特に人の集まる場、冬期の室内環境での対策強化。学校・施設対応マニュアル整
備 学級閉鎖や施設休業基準の見直し、感染拡大時の対応ルート確立。保健所との連携をよりスムーズに。分
析・予測技術活用 機械学習や物理モデルを用いた流行予測の併用（例：最近の研究では、ニューラルネット
ワーク + 感染モデルを統合した手法の応用も提案されている）arXiv。予測に基づく早期対応判断を補助。記
事例（週報見出し＋導入文案）見出し案： 『インフルエンザ、例年を前倒しする波——2025年冬・春に向け
た警戒ポイント』リード文案：「今期のインフルエンザ流行は、例年よりも早めの流行入り、A型ウイルス優
勢、多様な症状傾向など、これまでと異なる顔を見せつつある。定点報告数や病原体検出データを踏まえつつ、
これから迎える冬・春期のリスクを整理し、保健所・医療機関・地域住民それぞれが備えておくべき視点を探
る。」その後、以下の段立てで本文をつくる：今期の流行動向：定点報告、注意報・警報到達状況、地域差病
原体検出状況・ウイルス型別比率症状・年齢層別傾向／発症パターンの変化今後の見通し・リスク分析対策・
提言（ワクチン・監視・啓発など）結び — 保健所・地域で取り組んでおきたいこと

A型優勢、B型の動きは遅め検出ウイルス株を見ると、A型ウイルス（特
に A(H1N1)pdm09 や A(H3N2)）が主流。東京都レベルでも、2024/25
シーズンで A型が多数を占めている。B型、特にVictoria系などは後半に
増加する傾向で、流行の後半期で注目される可能性。

新ワクチン設計・株選定の変化2025/26シーズン向けワクチン設計では、
世界的なウイルス分布・変異株動向を踏まえて株選定を行っており、地
域間で株適合性に差が出る可能性。また、近年はワクチン株と実際の流
行株の一致性（抗原適合性）がワクチン効果を左右する。ウイルス変異
速度も注目すべき要因。今後のリスクと見通し以下は、これから冬〜春
期に向けて注目すべき点とリスク要因、および対応上考えておきたいこ
と。リスク要因・不確実性要因 内容 意義・影響免疫ギャッ
プ コロナ禍等でインフルエンザ流行が抑制された時期が
あったため、集団免疫レベルが相対的に低下している可能性 感受性
人口が増えうるウイルス変異 年次ごとの抗原変化や突然の変異株出現
 ワクチン効果低下、予測困難性上昇地域ごとの季節変動
 気温・湿度・換気習慣などの気候要因 北部・
寒冷地と南部・温暖地で流行ピークや強度がズレる可能性他のウイルス
との相互作用 新型コロナ、RSウイルス、ものによっては共感染・混合
流行 医療資源の分散、診断・鑑別の複雑化行動変化・予防行
動の定着度 マスク・手洗い・換気などの実施率の地域差 感染拡
散を抑える鍵になる見通し・予想シナリオ冬期（12〜2月）には、A型ウ
イルス優勢で大きな波が来る可能性が高い。ただしピークは例年よりや
や早まる可能性も。B型ウイルスは後半（2〜4月）に比較的影響を及ぼ
す可能性あり、特に学童層・学校集団で注意。流行継続期間が長めにな
る可能性、波の複数回の山を描くケースも否定できない。地方とのズレ
が出る可能性：都市部・南部で先行し、寒冷地で後追いで波が来るとい
う地域差。対策上の示唆早期ワクチン接種促進 流行開始前、比較的早
めにワクチンを打ってもらうこと。特に高齢者、基礎疾患保有者、医
療・福祉従事者、学校関係者など優先。モニタリング強化 定点報告、
ウイルス検出、学校／施設での集団発生報告を早期にとらえ、警戒ライ
ンの設定を見直す。柔軟な流行対策体制の確保 保健所・公衆衛生部門
での対応要員、診療体制、PCR／迅速検査体制の準備、予備資材備蓄な
どを確保。公衆啓発・予防行動定着 マスク着用、手洗い、咳エチケッ
ト、換気の徹底、正しい知識の普及を続ける。特に人の集まる場、冬期
の室内環境での対策強化。学校・施設対応マニュアル整備 学級閉鎖や
施設休業基準の見直し、感染拡大時の対応ルート確立。保健所との連携
をよりスムーズに。分析・予測技術活用 機械学習や物理モデルを用い
た流行予測の併用（例：最近の研究では、ニューラルネットワーク + 感
染モデルを統合した手法の応用も提案されている）arXiv。予測に基づく
早期対応判断を補助。記事例（週報見出し＋導入文案）見出し案： 『イ
ンフルエンザ、例年を前倒しする波——2025年冬・春に向けた警戒ポイ
ント』リード文案：「今期のインフルエンザ流行は、例年よりも早めの
流行入り、A型ウイルス優勢、多様な症状傾向など、これまでと異なる
顔を見せつつある。定点報告数や病原体検出データを踏まえつつ、これ
から迎える冬・春期のリスクを整理し、保健所・医療機関・地域住民そ
れぞれが備えておくべき視点を探る。」その後、以下の段立てで本文を
つくる：今期の流行動向：定点報告、注意報・警報到達状況、地域差病
原体検出状況・ウイルス型別比率症状・年齢層別傾向／発症パターンの
変化今後の見通し・リスク分析対策・提言（ワクチン・監視・啓発な
ど）結び — 保健所・地域で取り組んでおきたいこと

全国での2025 年第 
40 週の定点当たり報
告数は1.56となってい
ます。
都道府県別の定点当た
り報告数では、沖縄県が
「12.18人」と最も多く
次いで東京都の「3.30
人」、宮崎県で「2.89
人」となっています。

インフルエンザの語源は「影響」（ラテン語の influentia）。16世紀の
イタリアでは星の動きが病気を引き起こすと考えられていたため、「星
の影響で病になる」という意味で「インフルエンツァ」と呼ばれていま
した。インフルエンサーとインフルエンザは語源が同じ。「社会に影響
を与える」という意味では、ウイルスも情報も似たようなもの…かもし
れません。また、インフルエンザは熱に弱く、体温が38〜40度に上がる
のは、ウイルスの増殖を抑えるための自然な防御反応です

インフルエンザ 予防・感染拡大防止のポイント

ワクチン接種は
早めに

（高齢者・基礎疾患のある
方・学校関係者は特に推奨）

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

発熱時は
登校・出勤を控え、
早めに受診しましょう

換気を
しましょう

咳エチケット
を守りましょう

手洗いをしっかり
行いましょう

今シーズンのインフルエンザは、例年より早く、9月下
旬に流行シーズンに突入しました。現在、流行の中心はA
型となっています。発熱・咳のほか、胃腸症状を伴う例も
みられ、症状が多様化しているのが特徴です。
特に15歳未満の感染者が多く、学校や幼稚園での集団
感染リスクが高まっています。

インフルエンザで重症化しやすいのは、６５歳以上の高
齢者、乳幼児（特に6か月〜2歳未満）、妊婦、基礎疾患が
ある人（喘息・心疾患・糖尿病・免疫抑制状態など）です。
これらの人は肺炎や脳症などの合併症を起こしやすく、
早期のワクチン接種と感染予防が重要です。

↑ 10/10に最新
データに差し替え予定

出典、参考：厚生労働省
東京都感染症情報センター
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